
  

  

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる生生活活困困窮窮層層のの公公共共図図書書館館のの利利用用とと  

支支援援情情報報のの発発信信ののあありり方方をを考考ええるる  
ーー東東京京ででのの研研修修レレポポーートトよよりり  

 

山山口口  真真也也  
 

■■レレポポーートトのの目目的的・・問問題題意意識識  

筆者が図書館情報大学大学院修士課程

(1996～1997 年度に在籍)で取り組んでいた

研究テーマは「ホームレスと公共図書館」であっ

た 1。研究をスタートさせた当初は、ホームレスの

人たち(当事者)へのインタビューも行う予定だっ

たが、図書館の許可を得て館内で声をかけても

返答がなかったり、「自分はいいよ」と迷惑そうに

されたりすることが多く、そのことが彼らから居心

地のよい場所を奪うことにもつながると感じたこ

ともあって、修士論文は、関連文献や図書館職

員、他部署へ異動した図書館 OBへのインタビュ

ーをまとめるところで終わってしまった。 

なんとか大学院を修了し、大学図書館での司

書としての勤務を経験した後に、沖縄国際大学

の司書・司書教諭課程で職を得て、20 年以上

が経過したが、当時の心残りが消えることはな

かった。 

 そんな中、筆者は、2020 年 4 月から 1 年間、

東京で生活をしながら、研修を受ける機会を得

ることができた(所属は青山学院大学コミュニテ

ィ人間科学部)。その期間の研究テーマの 1 つを

                                                   
1 修士論文の一部は、「山谷労働者と図書館」『ずぼん』

４号, 1997.10, pp.124-132 に掲載、全文は『文化

情報学研究』第3～4号（2005．3）に前編・後編に分け

て掲載されている。また、修士論文での調査から15年が

経過した後の状況については、「貧困と図書館―山谷・

釜ヶ崎の福祉施設内の読書サービスから見えてくること」

(『現代の図書館』vol.50,no.3, pp.163-174)に掲

載されている。 

大学院時代と同じく、「ホームレスと公共図書館」

と設定し、以前とはアプローチを変えて、図書館

の「外」から彼らにかかわりを持つことを試みた。

具体的には、このたびの研修以前から個人会員

としてかかわりをもっていた東京多摩地区にある

ホームレス支援団体の事務所へと 1週間に 1回

ほど通い、ボランティアとして当事者と交流する

ことを通して、公共図書館へのニーズをつかむこ

とができないかと考えたのである。 

筆者が東京に滞在した期間は、新型コロナウ

イルス感染症が全国的に拡大し、2 度の緊急事

態宣言の発出を受けて、図書館の臨時休館、事

前の予約貸出のみのサービス提供、再開後の来

館記録の収集、閲覧席の制限、開館時間の短縮

など、従来の図書館サービスが大きく制約され

た時期であった。もちろん、沖縄と東京とでは、ホ

ームレス問題のあり方は異なるが、この問題は大

きく言えば貧困問題の一部分であり、社会的包

摂(ソーシャルインクルージョン 2)に関わる地域

課題である。コロナ禍はまだまだ続くという指摘

もあり、いまのような人の移動や飲食を通した交

                                                   
2 「自立生活上何らかの支援を必要としている人々を、

社会の構成員として社会連帯の中に包み込み、健康で

文化的な生活が営めるようにしようという考え方。社会か

ら疎外されている人々を地域社会の仲間として受け入れ

ていこうとする概念。(中略)社会から疎外されてしまった

人々とは、ホームレス・不登校の子ども達・一人暮らしの

高齢者・失業者・薬物依存の人・在住外国人など」(大西

健二・蒔田勝義著『福祉カタカナ語辞典』第 2 版, 創元

社, 2013, p.86) 

沖縄県図書館協会誌　第 24 号　2021

- 10 -



流が制限された状況が続けば、「観光立県」で

ある沖縄の経済状況がインバウンド(訪日外国

人旅行)で沸いたコロナ前に戻るには相当な時

間がかかることが予測される 3。沖縄の図書館も

また否応なしに、貧困問題、生活困窮者への対

策を今まで以上に求められることになるのでは

ないだろうか。 

本稿では、研修期間中に学んだことの中から、

沖縄の公共図書館の活動にも共通する課題を

いくつかピックアップして紹介しつつ、コロナ禍で

の、ホームレスをはじめとする生活困窮層の図書

館利用にみる課題と、支援に関する情報発信の

あり方を考えてみたい。 

 

■■生生活活困困窮窮層層のの図図書書館館利利用用ををめめぐぐるる課課題題  

――緊緊急急事事態態宣宣言言下下ででのの、、沖沖縄縄のの公公共共図図書書館館  

 沖縄県は(この原稿を書いている時点で)3 度

の緊急事態宣言を経験した、全国でも珍しい地

域である。2020 年 4 月の全国一斉宣言、8 月

の県独自の宣言の際には、県内の多くの図書館

が臨時休館し 4、宅配サービスや事前予約本の

受け取り、電話やメールでのレファレンス受付な

どに限定してサービスを行ってきた。そして、感染

症対策の 1 つとして、県内の公共図書館でも電

子図書館の導入の動きが加速しているという報

道も増えてきている 5。 

2021 年 1 月 19 日に発令された沖縄県独

自の宣言下では、開館時間の短縮 6や座席の利

                                                   
3 2020 年 12 月末の沖縄県の有効求人倍率は 0.79、

全国最低となった。完全失業率も 4.0％と、2015 年 12

月以来の低水準となっている。(「沖縄の 12 月完全失業

率、4.0％に GoTo 停止、緊急事態宣言影響か」『沖縄

タイムス』2021.1.29 朝刊) 
4 「コロナ警戒で公共施設が休館 9 市町村で今後拡

大も」『琉球新報』2020.8.1 朝刊 
5 「沖縄市に「電子図書館」 コロナ対応交付金を活用 

年度内の運用を目指す」『琉球新報』2020.11.20 朝

刊、「24 時間貸し出し OK 地域の図書館で電子図書ス

タート 沖縄・南風原町」『琉球新報』2020.11.5 朝刊

など 
6 玉城県知事により発令された沖縄県独自の緊急事態

宣言下では、「運動施設や遊技場、博物館、図書館、集

用制限、来館時間の短縮要請などはみられるが、

臨時休館措置がとられたと報じられたのは、1 月

中旬から感染状況が急速に悪化し、「事実上の

ロックダウン状態」となった宮古島市立図書館

のみであった 7。沖縄のどの図書館でも、未曽有

の出来事を前に試行錯誤を繰り替えしつつも、

感染対策を万全にとりつつ、サービスを全面停

止しないように、「市民の図書館」として役割を

全力で果たしてきたと言えるだろう。 

 

――ココロロナナ禍禍ででののホホーームムレレススのの図図書書館館利利用用状状況況 

  筆者がボランティアとして交流したホームレス

の人たちは、コロナ禍での公共図書館のサービ

ス状況についてどのように感じたのだろうか。 

ホームレスの人たちは路上で生活はしている

が、空き缶拾いや自治体・支援団体から紹介を

受けた街路の清掃・デパートの電球交換などの

日雇いの仕事に従事している人も多くいる。こう

した仕事を通じての現金収入があれば、ビデオ

ボックスなどで寝泊まりすることもできるが、コロ

ナ禍で日雇いの仕事は激減しており、そうした

「贅沢」もなかなかできなくなってきている。 

このような中で、無料で利用でき、雨風をしの

げ、夏の暑さ(熱中症死)、冬の寒さ(凍死)から

身を守り、野宿で疲れた体を休めることができる

公共図書館という空間は、日中の居場所として

ホームレスの人たちに多く活用されている実態

がある。実際に支援団体の事務所がある周辺の

図書館を訪れてみると、閲覧席のいちばん奥の

ほうで、大きな荷物とともに静かに座っている彼

らの姿はよく見かける。とはいえ、館内に滞在して

る間、ずっと居眠りをしているわけではないので、

休息の合間合間には娯楽的な小説やスポーツ

関係の雑誌を読んで楽しむことも多いという。 

                                                                         
会場、映画館、展示場などの施設には午後8 時までの営

業時間の短縮への協力を呼び掛け」られた。(「沖縄県 

緊急事態宣言を発令 2 月 7 日まで」『八重山日報』20

21.1.20 朝刊) 
7 「宮古島の新規感染、沖縄全体の 4 割に―人口 10

万人あたり東京の 3 倍 公共施設閉鎖、来島自粛も」

『琉球新報』2021.1.27 朝刊 
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2020 年 4 月から 5 月にかけての緊急事態

宣言下では、周辺の公共図書館のすべてが閉

館(入館禁止)となっていたため、「とにかく図書

館が開いていないのが不便」「早く図書館を開

けてほしい」「いつ開くのか知ってたら教えてほし

い」という声を当事者からたびたび耳にした。5

月上旬からは一部の図書館で予約本の受け取

りや宅配サービスも始まったが、住所がない彼ら

は貸出用の利用カードもちろん所持しておらず、

ネット環境も持たないため、それらのサービスを

受けることは当然できなかった。 

緊急事態宣言が解除され、5 月末ごろから図

書館が徐々に再開した当初には、「開いてくれて

とにかくうれしい」という声もあったものの、再開

当初は、館内の閲覧席を大幅に減らしたり、利用

時間を３０分程度に制限する図書館も少なくな

かった。そのため、自分たちが毎日行って座席を

占拠したら悪いので、「利用を控えている」「行き

づらい」「でも居場所がない」という声も耳にす

ることもあった。しかし、館内の座席は利用でき

なくても、図書館の庭のベンチは特に制限なく使

えたため、それだけでも「十分ありがたかった」と

いう声もあった。 

コロナ禍で図書館の利用が制限されて困るこ

ととしては、館内の Wi-Fi を使えないという声も

いくつかあった。30 代・40 代の比較的、若い世

代の当事者は昔使っていた契約切れのスマート

フォンを大切にもっていて、日雇いの仕事の情報

や、炊き出しなどの支援情報を得ていることがあ

る。しかし、契約は切れているのでスマホで情報

を得るためには、フリーの Wi-Fi スポットを利用

しないといけない。フリーWi-Fi はコンビニエンス

ストアでも利用できるが、商品を買わずにイート

インスぺースに長く居ることはできないから、

Wi-Fi がいつでも気軽に利用できる公共図書

館は、若い世代のホームレスにとってまさに生き

るために必須のインフラである。しかしながら、4

月から 5 月にかけての緊急事態宣言では、図書

館への入館ができなかったのでスマホで情報を

十分に得ることができず、全国民へ給付されるこ

とが謳われた 10 万円の定額給付金の情報を

「知らなかった」(ホームレスにも支給されること

を知らなかった)、という話も聞くこともあった 8。 

 図書館でのスマホの利用については、充電を

どうするか、という問題もある。このことは、コロナ

禍以前からの問題でもあるが、彼らが持ってい

るスマホはかなり長く使っているものなので、電

池が「半日ももたずに」すぐに切れてしまう。図書

館内で充電ができると便利だが、電源がある座

席を使うには、原則として利用カードの提示が求

められ、カードがない場合は住所の記入を求め

られることが多い。複合施設の図書館では、利

用者カードの提示は不要だが、電源付きの閲覧

座席を使うには時間区分制で 4 時間 400 円の

有料制のところもある。このように、ホームレスの

人たちが電源付きの座席を利用するには何重も

のハードルが設けられている。 

カード(住所)がなければ利用できないものは

他にもある。例えば、映画の DVD や CD は貸出

はもちろん、館内にあるブースを使う際に、利用

カードの提示を求められることが多いため、館内

でも視聴はできない。高齢層の当事者からは、

本の文字が小さくて読書は楽しめなくなってきた

ので、『男はつらいよ』などの古い映画をみてみ

たい、昭和時代の懐かしい歌謡曲を聴きたい、と

いう声もあった。現在、支援団体の事務所周辺

の図書館では、ヘッドフォンなどからの接触感染

を防ぐために AV ブースの利用は全面的に禁止

されているが、コロナ以前、市民が映画や音楽を

楽しむ様子を、ホームレスの人たちはどのような

気持ちで見ていたのだろう。 

 

                                                   
8 安倍晋三元首相は 2020 年 4 月に、定額給付金を

「全国民に給付する」と会見で明言したが、制度上は住

民登録をしている自治体での給付手続きが求められた

ため、登録自治体から遠く離れて生活する人や、すでに

戸籍消除されていた人など、ホームレス状態にある人々

にとっては給付手続きが難しいケースが多かった。沖縄

県でも、「那覇市が把握する市内の路上生活者（ホーム

レス）32 人のうち、給付できたのは 2 人にとどまった」と

いう報道もある。(「ホームレスへの 10 万円給付、2 人に

とどまる―那覇市 住民登録がハードルに」『琉球新報』

2020.9.10 朝刊) 

沖縄県図書館協会誌　第 24 号　2021

- 12 -



――「「市市民民」」かかららオオミミッットトさされれるるホホーームムレレスス  

緊緊急急時時だだかかららここそそああぶぶりりだださされれるる「「差差別別」」 

こうして彼らのニーズを書き出していくと、住所

がないことで、平常時からすでに図書館サービ

スの埒外に置かれてしまっている状況が見て取

れるように思う。そして、そうしたホームレスの人

たちに図書館が(無意識的に)とってきた差別的

な扱いは、コロナ禍という緊急事態にあって露骨

にあぶりだされているように感じてしまう。 

「差別」と書くと、批判もあるかもしれないが、

筆者がボランティアとしてかかわっている支援団

体が定期的に食事や衣類、マスクやカイロなど

を届けている当事者たちは、長い人で 10 年以

上、短くても半年ほど、その地区の中で寝起きし

ている、まさに「住民」である。先に筆者は、コロ

ナ禍でも、多くの図書館が「「市民の図書館」と

して役割を全力で果たしてきた」と書いたが、全

力が注がれる先はあくまでも「市民」であり、定

まった住まいと住所を持つ人に限られていたよう

に思う。しかしながら、ホームレスの人たちもまた

日々その地域で寝起きしていれば、その地域内

で消費活動も行うし(各種の税金も払うし)、日

雇いの仕事もする。特定の場所に長く寝起きして

いる人からは、まちのことを愛着を持って語る姿

もよく目にした。社会的包摂の立場からは、「市

民」と「住民」の間に、あえて見出すほどの意味

の違いはないように筆者は思うのだが、現実の

図書館サービスはそうなっていない。 

沖縄県内では、感染拡大対策の 1 つとして来

館記録(入館記録)の収集を行う図書館は少な

かったようだが 9、他府県では来館の際に氏名や

住所、電話番号などの連絡先を記入させるとこ

ろもあった。意図的ではないと思われるが、図書

館再開後も彼らの利用を実質的にシャットアウト

                                                   
9 2020 年 8 月時点の saveMLAK の調査では、沖縄

県内の公共図書館で来館記録の収集を行っていること

が図書館サイトから確認できたのは 3 自治体、収集率は

7.3％であった。全国平均の収集率は21.7％。(拙著「コ

ロナ禍の公共図書館における来館記録の収集をめぐる

課題 －「図書館の自由」の観点から」『沖縄国際大学

日本語日本文学研究』25(1), 2021.3 刊行予定 

する動きもみられるのである。 

 

――沖沖縄縄のの公公共共図図書書館館ががででききるるここととはは？？    

  支支援援情情報報ををどどののよよううにに届届けけるるかか？？ 

人はいきなり家(住所)を失い、ホームレスにな

るわけではない。多くの人たちは、それよりも前に、

いざというときに頼れる家族関係を喪失し、正規

雇用の仕事を奪われ、貯金が底をついて、いよ

いよ住まいを手放してしまう。そして、ビジネスホ

テルからネットカフェへ、ネットカフェからビデオ

ボックス、そこからさらに、24 時間レストラン、コン

ビニのイートインスペース、とより安く寝泊まりで

きる場所へ住まいを移して、とうとう所持金をほ

とんど失って路上に出ることになる。そして、路上

に出る頃には、スマートフォンの契約も切れ、公

的な支援の情報へアクセスする手段さえも失っ

てしまう。 

沖縄の場合、首都圏のようなレベルでのホー

ムレス問題は今のところ起こっていないと思われ

るが、所得水準の低さ、完全失業率の高さ、そし

て、子どもの貧困率などの数値からもわかるよう

に、その前の段階に横たわる、生活困窮という問

題は深刻なレベルで存在していると思われる。ま

た、コロナ禍が続けば、いまの大都市のようなホ

ームレス問題が生じる可能性もあるのではない

だろうか。 

もちろん、生活困窮者が路上生活へ転じるこ

とがないよう、日本では(十分ではないという批

判もあるが)公的なセーフティーネットもいくつか

整備されている。例えば、各自治体には、生活困

窮者自立支援法の下で、「生活困窮者自立支

援制度相談窓口」が設けられている。その制度

下では、仕事を失った人を対象として、原則 3 か

月、最長9か月、コロナ禍ではさらに3か月延長

された「住宅確保給付金」という制度もあり、家

賃相当額の支給も行われている。 

この他にも、自治体の福祉事務所では、応急

援護を行っているところもあり、ホームレスなどの

生活困窮者が窓口に訪ねてきた際に、少額の交

通費や簡易食料を渡せるように準備していると

ころもある。泊るところを失った人には、自治体が
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運営する自立支援センターの緊急一時保護や

自立支援事業のサービスを受けることもできると

いう。首都圏では、こうした公的な支援情報の提

供に積極的に取り組んでいる公共図書館もいく

つかあり、次の写真で紹介しているように、館内

の目立つ場所に支援情報を掲載したパンフレッ

ト・チラシをまとめて手に取れるように置いている

ケースもある。 
 

  
 

  
 

☛ 調布市立中央図書館の様子(2021年1月27
日写真提供、2 月 5 日確認・追加撮影 10)、一般

書架の「労働」の棚と参考図書室のビジネス支

援コーナーで『路上脱出・生活 SOS ガイド』や

TOKYO チャレンジネットによる住宅支援関係の

チラシ類が配布されている。中央図書館以外の

分館でも『路上脱出・生活 SOS ガイド』は配布さ

れている。2021 年 1 月からは「新型コロナウイル

ス関連情報コーナー」が設置され、ひとり親世帯

                                                   
10 左下の写真は調布市立図書館ホームページより(htt

ps://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/, 2021.2.5 公

開) 展示期間は 2021 年 2 月 4 日～3 月 1 日まで。 

臨時特別給付金や中小企業者向けの融資あっ

せん制度の拡充情報などの支援情報を「ワンス

トップ」で集められるようになっている。 
 
「ビッグイシュー基金」が作成し、無償配布し

ている『路上脱出・生活 SOS ガイド』は、公的な

支援情報だけでなく、その地区の民間支援団体

の情報もわかりやすく掲載されている 11。このパ

ンフレットは「東京 23 区編」の他に、「大阪編」、

「札幌版」、「福岡版」など、ホームレス問題を構

造的に抱えやすい大都市を中心に地域ごとに作

成されているが、体調が悪いときは路上でも救

急車を呼べること、所持金がないときはその地域

の自治体が管轄となって入院と同時に生活保護

が開始されること、生活保護の申請方法など、す

べての地域に共通するような情報も豊富に掲載

されている。 
 

 
 

 
 

                                                   
11 『路上脱出・生活 SOS ガイド』の各地域版はインター

ネットでも公開されている。(https://bigissue.or.jp/a

ction/guide/, 2021.1.29 アクセス) 
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☛ 新宿区立四谷図書館の様子(2021 年 1 月 25
日撮影・確認)、館内 3 か所、新聞コーナー、閲覧

スペース、一般書架近くで『路上脱出・生活SOS
ガイド』が配布されている 12。※2021 年 1 月の

緊急事態宣言の発出を受けて、四谷図書館の

閲覧スペースは一時使用不可になっている。 
 

 
 

  
☛ 中野区立中央図書館の様子 13(2021 年 2 月

3 日確認、2 月 4 日写真提供)、『路上脱出・生活

SOS ガイド』が入口付近の公衆電話のカウンタ

ーと、館内奥のブラウジングコーナーで、冊子の

内容が分かるように広げた状態で展示され 14、

自由に手に取ることもできるようになっている。

                                                   
12 新宿区立四谷図書館の取り組みは、「「脱ホームレス」

のきっかけは、図書館でつくれる。たったひとつの館から

始まった、「図書館でのホームレス支援」」(https://bigi

ssue-online.jp/archives/1067896826.html, 20

17.9.27 公開)でも詳しく紹介されている。 
13 取り組みの詳細は「図書館から請求増える 『生活 S

OS ガイド』――ビッグイシュー基金」でも紹介されてい

る。 (https://bigissue.or.jp/2019/12/1912130

1/, 2019.12.13 公開) 
14 「仕事を探したいとき」「住まいを安定させたいとき」

「医者にかかりたいとき」「食べるものに困っているとき」

といったページが広げられている。 

冊子の配布は区内の全8図書館で実施しており、

１年間に 1000 部ほどが配布されている。中央図

書館の入口付近の配布場所では POP スタンド

に「配りたいと思われる方は下記までご連絡くだ

さい」という情報と発行元のビッグイシュー基金

の連絡先が記載されており、様々な分野の支援

者からの配布希望者の問い合わせも多いという。

※2021 年 1 月の緊急事態宣言の発出を受けて、

ブラウジングコーナーは立入禁止となっている。 
 

このパンフレットのタイトルは、もともとは『路上

脱出ガイド』であったが、2019 年ごろからタイト

ルが『路上脱出・生活 SOS ガイド』へと変更となり、

『路上脱出』の部分は文字が小さく、サブタイト

ル的な扱いになっている。これに応じて、その支

援情報も、路上生活者だけでなく、DV・性被害に

あっている人、ひとり親世帯、セクシュアルマイノ

リティ、難民、出所者、派遣労働者、死にたいほど

つらい人など、多様な生きづらさを感じている人

を対象とした支援情報が発信されている。沖縄

にも、公的機関、民間団体を問わず、様々な生き

づらさを抱えた人たちへの支援が行われており、

図書館においても、そうした支援情報を効率的

に入手できるような環境が整備されるべきでは

ないだろうか。 
1 年間、ボランティアとして、ホームレスの人た

ちや彼らを支援する団体のスタッフの皆さんと交

流する中でもう 1 つ考えたことは、これらの支援

情報をどう当事者に届けるか、ということである。

私が交流したホームレスの人たちの中には、自

身がホームレスであること、生活に困窮している

ことを周囲には知られたくない、という人もいた。

生活保護受給者のエッセイ本の中でも、「図書

館に行って生活保護について詳しく書かれた本

を借りようと思ったが、生活保護を受けながら生

活保護に関する本を借りるのはなんだかとても

恥ずかしくてできなかった」という記述がある 15。

                                                   
15 小林エリコ『この地獄を生きるのだ―うつ病、生活保

護。死ねなかった私が「再生」するまで。』イーストプレス,

 2017, p.58 (この著者は、「バカだと思われるかもし

れないが、私は図書館で本を借りるときも、司書の人に
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そうした人に支援情報を届けたくても、館内の人

目がある場所では手に取りづらいという問題も

残ってしまうし、そもそも、館内のパンフレットケー

スなどに、他のパンフレットやチラシといっしょに

置いておくだけではあまり目立たないようにも思

われる。長くホームレスを支援してきたスタッフは、

彼らが公共施設で「トイレ」をよく利用しているこ

とに注目して、こうしたパンフレット類は、トイレの

中、できれば個室などに置いてあると、人目を気

にせずに手に取りやすいのではないか、という希

望も聞かせてくれた。 
生活に困り、住まいや居場所をなくした時、誰

にも不審に思われずに、お金を払わずに、一日

中ずっと座っていられる場所は街中には意外に

少ない。行く当てがないときに、公共図書館を安

全な避難先として思いつく人は決して少なくない

のだろう。「ホームレス問題や貧困の問題は福祉

の問題であって、図書館が抱え込む問題ではな

い」と切り離すことは簡単だが、日本の福祉制度

は生活保護をはじめとして、基本的には「申請主

義」に基づいているから、支援の情報が当事者

に届かなければそのセーフティーネットは機能し

ないという課題もある。図書館は知る権利を保

障することをミッションとした情報提供機関であ

る。さまざまな生活困窮者へ支援情報を確かに

届けていくことは、コロナ禍の真っただ中にある

沖縄の図書館だからこそ、大切な役割であると

らえるべきだろう。 

 

――生生活活保保護護受受給給者者とと沖沖縄縄のの図図書書館館  

ホームレス問題とは異なって、図書館界ではあ

まり取り上げられることはないが、ホームレス状

態まで陥らずに生活保護を受給している人たち

(生活保護受給者)ももちろん図書館との関わり

はある。 

2013 年 4 月、佐賀県の武雄市が市立図書

                                                                         
自分が生活保護の受給者だとバレるのではないか、と思

っていた。市役所にあれだけ個人情報が渡っているのだ

から、市が運営する図書館にも自分の情報が漏れている

のではないかと考えていたのだ」とも同書に記してい

る。) 

館の指定管理運営をカルチュア・コンビニエン

ス・クラブ（CCC）に委託した際、堀江貴文氏は、

「とにかくおしゃれ」にリニューアルされた武雄市

図書館を訪問した感想として、次のようなことを

雑誌の連載で書いたことがあった 16。 

 

「おかげで、今まではみんなジャージにサンダ

ルで図書館に来てたのが、よそいきで行くデ

ートスポットみたいになっちゃったんですよね。

市外からも結構利用者が増えたそうです。だ

から、今までたむろってた生活保護者とかは

居づらくなったみたいですね。でも、別にそい

つらのために公共施設があるわけじゃないん

だから、全体的にみたらいいことですよ」 

 

生活保護受給者の日々の暮らしの実態を紹

介した本によると、ギリギリの生活の中で、光熱

費を浮かせるために、あるいは、壊れた冷暖房

機を修理する費用が捻出できずに図書館を利

用しているという話も紹介されている 17。日本の

場合、受給者の多くは高齢者世帯・障がい者世

帯・傷病者世帯であると言われている 18。もとも

と心身の病気や障害を抱えているからこそ生活

保護制度を利用しているのだから、保護を受け

ていない人よりも夏の暑さや冬の寒さは体にこ

たえるし、深刻な健康被害にも直結するだろう。

健康被害が拡大すれば生活保護を受給する期

                                                   
16 堀江貴文「新ホリエモンセレクション－ずっきゅん 第

7 回」『実話 BUNKA タブー』2014 年 2 月号, 2013.

12, p.172 
17 「クーラーが壊れた友人は、命が危ないとばかりに必

死で修理代を(ケースワーカーに)お願いしていましたが、

結局、万単位の費用は出してもらえず、夏の間中、公共

施設で過ごしていました。熱帯夜が月に 20 日以上も続

くなか、クーラーのついていない部屋に入居している(生

活保護)利用者たちは総じて眠れないので、昼は涼しい

図書館などでウトウト。これでは疲れがたまり、体調をま

すます崩すのです」(和久井みちる『生活保護とあたし』

あけび書房, 2012, p.75) 
18 『Q&A 今、ニッポンの生活保護制度はどうなってい

るの？ 生活保護のことをきちんと知って、正しく使おう』

日本弁護士連合会, 2012, p.4 

沖縄県図書館協会誌　第 24 号　2021

- 16 -



間はさらに長くなる。まさに「貧困の連鎖」であり、

社会全体の損失にもつながる。冷暖房を求めて

彼らが図書館に来るとしても、そこで出会う資料

や得られる情報は、彼らの日々の生活や社会復

帰をいろいろな面で支えてくれるだろう。公共施

設の１つとして、生活保護受給者が図書館に集

うことを「たむろっている」と切り捨てるのはあま

りにも短絡的ではないだろうか。 

厚生労働省が発表している「都道府県別の

保護率」によると、沖縄県は２．５６％、大阪府、北

海道、高知県に続く全国第４位、全国平均保護

率 1.69％を大きく上回っている(２０１７年２月時

点)。厚生労働省の発表によると、2020 年 4 月

以降、全国的に生活保護申請件数は急増してい

るという 19。沖縄においても、生活保護受給者の

「居場所」として図書館が機能しているとすれば、

2020 年の 2 度の緊急事態宣言下での図書館

の臨時休館や閲覧席の利用制限は、先に紹介し

たホームレス層と同じように、生活保護受給者層

にとっても大きなダメージを与えていたのではな

いだろうか。もちろん、感染拡大防止が強く求め

られる中では何らかの制限はあってしかるべき

だが、あらためて、図書館が「場」として機能し続

けることの大切さをコロナ禍の沖縄の図書館で

も考えていく必要があるだろう。 

 

■■ここれれかかららもも考考ええ続続けけたたいいこことと  

――「「誰誰」」がが困困窮窮者者をを支支援援ししてていいるるののかか？？  

筆者は、連載エッセイを担当している『みんな

の図書館』という専門誌の中で、昨年春の緊急

事態宣言下での公共図書館の臨時休館に対し

て、利用者からの不満が出ていることを取り上げ

て、次のようなことを書いた 20。ここで出てくる

「地元」とは沖縄の図書館のことである。 

                                                   
19 「生活保護申請 3 か月連続増加 全国 1 万 9000

件余―NHK NEWS WEB」https://www3.nhk.or.j

p/news/html/20210203/k10012846981000.h

tml, 2021.2.3 公開 
20 拙著「図書館が火事になったらどうしますか？ 私だっ

たら、真っ先に逃げます。すみません」『みんなの図書館』

520, 2020.8, pp.59-63 

 

「(宣言解除後) いままでと同じ図書館のまま、

図書館を再開してもよいのだろうか。 

緊急事態宣言が出る直前、地元の図書館

に本を返しに行ったときに、カウンターには、マ

スクをしていない職員さんと、手作りの不格好

なマスクをしている職員さんと、使い捨てマス

クをつけている職員さんがいた。業務用として

安全なマスクを全員に準備できないなら閉館

すべきだとその時思ったし、誤解を招くかもし

れないが、どうしても開館したいなら、1 枚数

百円もする安全で清潔なマスクを気軽に買え

る正規職員だけがカウンターに出るべきだと

もその時思った」 

 

このことは、本稿の中で、コロナ禍での図書館

の臨時閉館や閲覧席の利用制限、来館記録の

収集といった対策が、ホームレスの情報の遮断

を招いたことを批判的に書いたこととはやや矛

盾するように思えるかもしれない。しかも、上の文

章は新型コロナウイルス感染症の実態がまだま

だはっきりしない段階で書いたこともあって、マス

クの値段もぐっと下がったいま、マスクがウイルス

を感染を防ぐというよりは、感染させないために

役立つ、ということが常識となった現在の視点で

振り返ると、自分自身でも、やや滑稽な指摘のよ

うにも感じてしまう。 

しかし、まだまだ感染拡大が懸念される中で、

図書館を開いて利用者サービスを行えば、カウ

ンターで不特定多数の利用者に接する図書館

員が一定程度の感染リスクにさらされることも事

実であろう。上の文章では、開館する・しないとい

うことを問うているのではない。カウンターに立つ

職員のみが相対的に高いリスクにさらされること、

そして、その人たちの多くが、沖縄の図書館にお

いてもまた非正規職員という不安定な立場にあ

ることが、当時もいまも変わらずに筆者が感じて

いる矛盾なのである。そして、そうした非正規雇

用問題は、沖縄も含めて 2000 年代以降急速に
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拡大している図書館界の深刻な問題である 21。 

昨年 4 月の緊急事態宣言下では、公共図書

館よりも早く、2 月末の休校要請時期から長く閉

館が続いていた大学図書館に対しても、利用者

からサービス再開の要望が多く寄せられていた。

しかし、そうした声に対しては、「ワーキングプア
．．

によって(大学図書館のサービスが)支えられて」

いること、そして、コロナ禍でのサービスの要求

が「結果的には、図書館で働く多くの非正規雇

用の職員へ、負担を委譲する」ものとなり、「脆弱

な基盤の温存を正当化してしまう」恐れがあるこ

とを指摘する声もあった 22。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
21 『日本の図書館―統計と名簿』(日本図書館協会, 2

009, 2019)によると、2009 年から 2019 年にかけて、

正規職員の増減率は-21.9％、非常勤職員の増減率は

28.8％、派遣・委託職員の増減率は 131.5％であった。 
22 「図書館休館対策プロジェクト――第 1 次要望書に

頂いたご意見について」https://7a64ccfc-4343-4

e56-831b-78b6fa3c99c3.filesusr.com/ugd/f2

4217_2a1d15e051124d8e928f14f156bb6d0

6.pdf, 2020.5.13 公開 

非正規職員の問題と、ホームレスなどの生活

困窮者の問題を同列に扱うことはできないのだ

が、それでも、コロナ禍は、期せずして、「貧困」

「プア(poor)」という共通する問題の下で、図書

館サービスの脆弱な基盤をあぶりだしているよう

に思う。コロナ禍での図書館サービスの在り方を

考えるとき、サービスの再開を求めるとき、そのサ

ービスを誰がどのような不安の中で行っている

のか、その矛盾から視線を背けることはあっては

ならないと思う。 (2021 年 2 月 5 日) 

――――――――――――――――――― 

やまぐち しんや：沖縄国際大学 
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